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１. 電子申請とは

 電子申請とは書面やCD・DVDで行っている申請・届出をインターネットを通じて行うことです。

 電子申請には以下のようなメリットがあります。

・紙や電子媒体の届出に必要な時間、郵送料の削減
・休日夜間問わず24時間365日申請可能
・自宅や職場などインターネットを使ってどこからでも申請可能
・申請結果（決定通知書等）は、紙と比べ短期間で受け取れる

紙
で
提
出

電
子
媒
体
で

提
出

電
子
申
請
で

提
出

紙に記入

届書データ作成

届書データ作成、申請

記載内容の確認

CD等の媒体に書き込み

年金事務所に持ち込み
もしくは郵送

年金事務所に持ち込み
もしくは郵送

不要



２. 利用者の声

 電子申請をご利用のお客様から、「保険証の発行が早くなった」「郵送コストが削減できた」「思ったより
も簡単に届書作成ができた」「新型コロナウィルス対策にも良い」といった声をいただいています。
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３. 電子申請の現状

 電子申請の利用率は令和元年と比べ、約41ポイント増加し、64％になっています。
 また、電子申請が義務化されている資本金1億円超等の事業所の電子申請利用率は9割弱となってい
ます。

主要７届※における電子申請実施率

※資格取得届、資格喪失届、算定基礎届、賞与支払届、
月額変更届、扶養異動届、国民年金3号届

 電子申請なら紙や電子媒体での申請よりも早く処理され、健康保険証は紙で申請するより3～4日
早く届きます。



４. 電子申請の利用促進の取組
 令和２年４月から資本金が１億円を超える法人等において届書の一部を電子申請で提出することが義
務化されました。また、当機構でもオンラインビジネスモデルへの移行を推進しており、その取組の一
環として紙の届出から電子申請への移行を重点的に促進させるため、以下の環境整備を行いました。

・これまでの電子申請は提出者の本人確認のための電子証明書が必要でしたが、令和２年４月以降は「G
ビズID※１」による申請が可能になりました。

・「GビズID」を用いた電子申請に対応するため「届書作成プログラム※２」を改修し、届書作成から申
請までの手続きをシームレスで行うことを可能にしました。

・お客様が電子申請された内容及びそのデータが確実に日本年金機構に届いていることをご確認いただけ
るよう、当機構が受け付けた電子申請データの写しをお返しするサービスを開始しました。※３
※１ デジタル庁が提供する法人や個人事業主のための認証プラットフォーム

補助金の申請や、社会保険手続等様々な行政サービスに1つのアカウントでアクセス可能
※２ 日本年金機構ホームページから無料でダウンロード可能
※３ e-Gov経由の電子申請の処理遅延緩和の対応におけるデータ量削減のため、現在、サービスを一時停止しております。

 GビズIDを利用した電子申請の方法を記載したリーフレット（参考１）及びパンフレットを作成、配
布しています。また、事業主向けに事前準備、電子申請方法を説明した以下の３つの動画を機構ホーム
ページに掲載しています。
・電子申請のご利用案内動画（GビズIDの取得方法、届書作成プログラムを利用した届書データの
作成、申請方法）

・届書作成プログラム操作説明動画（届書作成プログラムを利用した届書データの作成、
申請方法、公文書の確認方法）

・e-Gov利用方法説明動画（e-Govの利用準備、申請方法、申請状況の確認方法）

https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/index.html

上記の動画は日本年金機構ホームページの「電子申請・電子媒体申請」ページに掲載しています。
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（表面） （裏面）

《参考１》

 こちらのリーフレットを利用して電子申請の利用勧奨を行っています。
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届書作成プログラム
ダウンロード

電子申請アカウント
取得

① ② ③ ➃

① GビズIDのアカウントを取得

（１）GビズIDの
ホームページを開く

（２）申請書を作成 （３）GビズID運用センター
に申請書と印鑑証明書
を郵送

（4）承認メールが届く

申請全体の流れ（例：GビズIDと届書作成プログラムを利用した電子申請）

５. GビズIDを利用した電子申請の流れ

届書作成 届書受理⑤

具体的な方法
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② 届書作成プログラムをダウンロード

日本年金機構のホームページからダウンロード

デスクトップに上記のアイコンが
表示されたらダウンロード完了

③ 届書を作成
（１）届書作成プログラムを開き、

起動メニューの「届書の作
成」ボタンを押下

（２）届書の内容を入力 （３）届出データが作成される

５. GビズIDを利用した電子申請の流れ



➃ 届書データを申請
（1）届書作成プログラムを開き

起動メニューの「届書の申
請・申請状況の照会」ボタン
を押下

（2）申請者情報を入力 （3）申請ボタンを押下して
GビズIDにログイン

（4）申請完了

 届書作成プログラムの他にもGビズIDを利用した「e-Gov※」からの電子申請も可能
※デジタル庁が運営する総合的な行政ポータルサイト

５. GビズIDを利用した電子申請の流れ

 電子申請の利用方法について説明するコンテンツとして以下の２つを機構ホームページに掲載

・GビズIDを利用した届書作成プログラムの申請方法の説明動画
・質問に自動応答する電子申請相談チャット（参考２）
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 より多くのお客様に電子申請をご利用いただくため、利用方法を説明した動画を当機構のホー
ムページに掲載するとともに、電子申請に関する質問に自動応答するチャットボットを導入して
います。

電子申請相談チャット画面イメージ

《参考２》
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①仕様チェック･･･届書データ（CSVファイル）を届書作成プログラム以外で作成された場合に
「電子媒体届書作成仕様書」どおりに作成されているかチェックできる。
※「産前産後休業取得者申出書/変更（終了）届」及び「育児休業等取得者申出書/終了届」を含む届
書データは、仕様チェックを行うことができません。

②処理状況確認･･･申請した届書の処理状況を確認できる。

③公文書の取得･･･届書の処理結果通知書、届書に不備があった際の返戻文書を確認できる。

④再申請･･･届書の審査結果、届書や添付書類の不備があった場合、届書や添付書類の修正を
行ったのち、再申請を行うことができる。

⑤取下げ依頼･･･申請後に、届書や添付書類の不備に気付いた場合は届書の取下申請ができる。

 届書作成プログラムには、届書の作成・申請以外に以下のような機能があります。

「申請状況詳細」画面イメージ

《参考３》
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６．電子申請利用時の留意点

主な返戻理由 対応
1 直接入力・CSVファイル添付方式で電子申請する

場合、漢字氏名の入力時（参考４の①）に「氏」
「名」の間のスペースが半角になっている。

漢字氏名は「氏」と「名」の間のスペース含めすべて全角で入力して
ください。

2 直接入力・CSVファイル添付方式で電子申請する
場合、カナ氏名の入力時（参考４の②）に「氏」
「名」の間のスペースが全角になっている。

カナ氏名は「氏」と「名」の間のスペースを含め、
直接入力方式の場合は、すべて全角で記入してください。
CSVファイル添付方式の場合は、すべて半角で入力してください。

3 e-Govから申請する際の「健康保険・厚生年金保
険」又は「厚生年金保険」の選択漏れ。
（参考４の③）

入力画面上部の標題の横にある「健康保険・厚生年金保険」又は「厚
生年金保険」のいずれかに必ず☑チェックを入れてください。

4 e-Govから申請する際の電子証明書添付漏れ。 提出先選択後に「内容を確認」ボタンを押下後「署名対象指定画面」
で全ての添付ファイルのチェックボックスに☑を入れてください。

よくある質問 対応
1 外字（髙、﨑など）を含む氏名で資格取得届を提

出したいがどうしたらよいか。
氏名欄は（高、崎）等で入力し、備考欄（参考４の④）に「高はハシ
ゴダカ」などと入力してください。

2 被保険者ごとではなく一覧形式で決定通知書の内
容を確認したい。

機構HPの「電子申請・電子媒体」ページ
（トップページ≫電子申請・電子媒体申請≫届書作成プログラム≫電
子申請を利用中の方へ）に通知書の形式変換ツールを掲載しています
のでご利用ください。

 電子申請をご利用いただく際、入力時の不備等により、申請した届書が返戻となる場合があり
ます。主な返戻理由、よくある質問と対応を以下に掲載しておりますので、電子申請をご利用の
際はご留意ください。
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《参考４》

《図》e-Govからの直接入力画面イメージ「資格取得届」の場合
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